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コロナ緊急募金 ７月３１日までに １９万円 
 

「コロナ禍」で困窮している子どもたちがたくさんいます。 

雇止めなどで失職した人、給与やボーナスがダウンした人、営業が成り立たなくなった

人などが増えています。病気になっても診察を受けられない人、生活保護を申請する人が

増えていると報道されています。親の困窮は、すぐさま子どもたちを巻き込みます。とこ

ろが、国の支援はこうした人たちに及んでいません。 

徐々に拡がる支援募金 
こうした中で、各種団体が呼びかけた救援募金が徐々に広がりを見せています。 

先に当園では、その中から下記の三つへの協力をお願いしました。７月３１日の（第１

次）締め切りまでに、１９万円の募金が寄せられました。ありがとうございます。 

引き続き、第２次締め切りを８月３１日として、受付を継続します。 

いずれへの募金でも結構ですから、任意に指定してください。金額は、「コロナ対策１０

万円給付金」の効果的な使途の一つとして、一口１万円でお願いします。 

協賛いただける方は、どの募金か明記し、現金を封筒に入れて事務室までお届け下さい。 

まとめて送金いたします。  第２次しめきり  ８月３１日 
 
 

「滋賀の子ども 緊急支援募金」 
  呼びかけ   滋賀県社会福祉協議会・滋賀県保育協議会など 

  目  的   コロナの影響で生活が苦しくなった子どもたちに支援金を届ける。 

  募金目標   ７０００万円  （一人１万円でも７０００人の協力が必要！）   
         「滋賀の外国人学校支援募金」 

呼びかけ   滋賀外国人学校支援会 

  目  的   コロナの影響で学校経営が行き詰まっている三つの学校を支援する。 

滋賀朝鮮初中級学校（大津市木下町）サンタナ学園（愛知郡愛荘町） 
日本ラティーノ学院（東近江市甲津畑町） 
外国人労働者は非正規が多く、しわ寄せがすぐに及ぶ。学校への補助金はきわめて

少なく、保護者の負担もむつかしい。学校がつぶれたら子どもたちはどうなる？   
        「ピースボート（平和の船）支援募金」 

呼びかけ人  湯川れい子・石坂啓・前田哲男など著名人１６名 
目  的   「地球一周の船旅」などを通じて、世界各地の人々と交流する「平和の船」が

３７年間続けられてきた。しかし、コロナでクルーズ船の運航が全くできなく
なり存亡の危機に。２年後の再開をめざして募金が呼びかけられている。 

募金目標  ２億円 
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